
 

 会長  石井 幸弘 

政府は「新型コロナウィルス」により 4 月 7 日に発令していた「緊急事態宣言」を 5 月

14 日一部の都道府県を除いた３9 県が解除になりました。しかし、気を緩めることが出

来ない状況がまだまだ続きます。この新型コロナウィルスはいまだにワクチンや治療薬が

確立されて無く、世界中で猛威を振るっているのが実情です。更に、終息するまでに時間

がかかることが予想されます。新型コロナウィルスと戦うだけではなく、言葉が不適切か

もしれませんが、共存する社会生活を目指すべきかもしれません。 

 うがいや手洗いの他に、最近、安倍総理の記者会見でも「ソーシャルディスタンス」と言う言葉が使われてい

ます。社会的距離、人的距離と訳すようです。この言葉は社会的な分断をイメージしかねないとフィジカルディ

スタンス（身体的距離）を用いるよう勧めている場合もあるようです。 

 人との接触には一定の距離を取り、出来る限り 3 密を考えていく。その他、ビジネスではテレワーク化、学生

には「オンライン授業」の対応を考える。 

など等、この機に我々ひとり一人が出来ることを少しでも実践すべきだと思います。 

 我がクラブもロータリー活動を少しずつ再開すべく、近日中に書面による臨時理事会にて例会再開について協

議致します。くれぐれも会員皆様には、ご家族を含め従業員の皆様にもお体に気を付けてください。 

 

  

伊東市民病院様へフェイスシールドをお届け致しました。 
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伊東市少年少女合唱団理事長 山田恵三様より 

日頃より伊東市少年少女合唱団に御理解・御支援を賜り、心から感謝申し上げます。この度は私たちの活動に

対して助成金をいただき、誠にありがとうございます。この御支援をもとに、さらに練習に励み、人の心に響く

歌声作りに努めてまいりたいと思います。 

 伊東市少年少女合唱団は、成人式など伊東市の様々な行事や活動に参加し、社会貢献という有意義な体験をさ

せていただいています。また、按針祭、木下杢太郎祭にも参加し、伊東市の音楽大使としても活躍しています。

これもひとえに、皆様の御支援あればこそのことと、心からお礼申し上げます。 

 本合唱団では、７月１２日（日）、第４３回発表会を開催いたします。この日のために、団員たちは、ライオン

キング「シンバ」役を演じられた元劇団四季の友石竜也先生から、歌やダンスを通してステージを作り上げる指

導を受けてきました。是非、子どもたちの熱い思いが込められた歌声を、心から楽しんでいただければと思いま

す。 今後とも伊東市少年少女合唱団への変わらぬ御支援を賜りますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

◇会員慶事◇ 

（右）結婚記念日 下村様 

（左下）結婚記念日・誕生日 葛城様 

（中下）結婚記念日 稲木様 

（右下）結婚記念日 沼田様 

 

伊東市少年少女合唱団 山田様 

 

「副会長のつぶやき」 副会長 小川 久 

５月、野山には花々が咲き乱れ、薫風が頬をなでる一年で一番心地よい季節。そんな日々を無残にも奪い去った

コロナ禍。石井会長が、会長職の総仕上げに掛かろうとしていた矢先の惨事。 

「涙の台湾表敬訪問事件」の余波が収まったかと思われた矢先、追い打ちを掛けるような事態。 

「大丈夫ですよ。石井さんのせいではありませんから！」と含みのある慰めにも似た言葉が飛び交いつつも、石

井会長のキャラがそれを自虐的笑いに変える。歴代会長の中で、これほどの激動の嵐に見舞われた会長はいただ

ろうか。奇しくも歴史に名を残すことになった偉大なる石井会長。例会開催の中止が続く中、クラブ活動の火が

消えてしまわないようにと「マスクの寄贈」・「会報の号外発行」・「暖香園への支援」など奮戦しているその姿は

頼もしい。吹き荒れる嵐の中、幹事・委員長はじめ会員の皆が、石井会長を支えるべく頑張っている様子も温か

い。難事に遭遇した時ほど、人間集団の真価が問われる。 

「災い転じて福となす」という諺にもあるように、今回の災難を全会員が明日への力へと変えて行けることを切

に祈るばかりだ。私自身も、尊敬する石井会長の頼もしい後ろ姿を眺めつつ「これ以上、足を引っ張らないよう

にしよう！」と強く誓ったのであった。 


